







































































































進行 結果状態 習慣 経験・経歴 完了 反事実 形容
『みんなの日本語
初級Ⅰ・Ⅱ』






























清 水 　 淳
また、分類できたとしても、文脈を広げた場合には例外が頻発する（「開
く」は変化動詞だが「ドアがゆっくり開いている」の意味は＜進行＞である）。
機能重視の観点に立てば、このような極度に抽象化し、一般化しようとす
る日本語学の指向をそのまま文法教育に援用するのは、有効とは言えない
のではなかろうか。
4．教育文法の観点からの捉えなおし
4．1　テイル構文の提出方法について
テイル構文は初級文型であることは間違いないが、そのすべての用法を
初級で完成させねばならないという決まりはない。むしろ、用法を精査し、
その提出順を考えながら、中級までの長いスパンの中で扱うという視点が
必要ではなかろうか。テイル構文を中級にもまたがる広がりを持った文型
であるという視点に立ち、漏れなく提出するような見直しが必要である。
4．2　文法説明について（〈進行〉と 〈結果状態〉）
テイル構文の文法説明で重要なのは、テイル構文を使うべき場面を理解
させることが重要なのであって、〈進行〉〈結果状態〉の意味の分化を条件
付けるルールを説明することでも、動作動詞と変化動詞の区別を教え込む
ことでもない。したがって、「～動詞の場合は、〈進行〉の意味で……」と
いう説明を重視するよりは、テイル構文が、〈進行〉にしろ 〈結果状態〉
にしろ、何らかの継続性を実現しているというイメージを理解させ、「目
の前にある状況を説明する・報告する・描写する」という具体的説明のほ
うが、学習者にとっては重要なのではないだろか。
5．おわりに
本発表において、近年注目されてきた「教育文法」の視点を紹介し、現
行のテイル構文の指導に対する問題提起を行った。テイル構文に限らず、
その他の初級（とされる）文型においても、同様の視点から見直しが必要
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となろう。
（注）テイル構文を「している／しています」「していた／していました」などを包
含する文法形式の意味で使用する。
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